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令，

東北六県公共キャンペーン作品展

福島県郡山市で開催
青森・岩手・秋田・宮城・山形の各組合員から5点、づ、つ、 福島県10点の合計35点の作品展が福島県郡山市で

平成元年10月13日から15日まで開かれました。 作品は各県の代表ですので、 いづれ劣らぬ力作ぞろいで、 道行

く人々の注目を呼びました。 審査の結果建設大臣賞には福島県の大洋社さんの作品カ昔、選ばれました。

建設大臣賞

発
刊
に
あ
た

こ
の
度 、
古
沢
情
報
文
化
中
央
委
員
長
の

フ
ァ

イ
ト
と 、
こ
れ
に
協
力
し
た
各
県
広
美

の
情
報
文
化
委
員
長
の
方
々
の
ご
協
力
で 、

東
北
地
区
連
の
機
関
紙
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た 。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る

と
共
に 、
ご
苦
労
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す 。

現
在
は
情
報
過
多
の
時
代
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が 、
本
当
に
必
要
な
情
報
は
な
か
な

か
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

地
区
連
に
あ
っ

て
も
歴
代
の
中
央
委
員
長

さ
ん
や
各
県
広
美
の
委
員
長
さ
ん
方
が 、
機

関
紙
発
刊
を
何
度
も
企
画
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が 、
発
刊
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た 。

各
県
広
美
に
あ
っ

て
も
組
合
機
関
紙
の
発
刊

は 、
そ
の
任
に
あ
た
る
方
々
は
大
変
苦
労
し

発

干リ

を

っ
て

東北地区屋外広告美術業組合連合会

会
長
須

賀

政

雄

て
お
り 、
そ
の
上
東
北
六
県
の
機
関
紙
発
刊

と
言
う
こ
と
は 、
言
う
は
易
〈 、
い
ざ
実
行

す
る
段
に
な
っ

て
挫
折
す
る
の
が
常
で
し
た 。

こ
の
度
発
刊
に
漕
ぎ
つ
け
た
こ
と
は
大
変
な

熱
意
と
努
力 、
こ
れ
に
ご
協
力
戴
い
た
各
県

広
美
の
委
員
長
さ
ん
方
に
め
ぐ
ま
れ
た
結
果

と
思
い
ま
す 。
東
北
の
組
合
員
の一
人一
人

は
ど
ん
な
に
感
謝
し、
地
区
連
の
存
在
と
今

後
に
期
待
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す 。

ど
う
か 、
創
刊
号
の
み
と
言
う
こ
と
の
な

い
様 、
続
け
て
発
刊
さ
れ 、
東
北
地
区
連
の

歴
史
の一
頁
と
さ
れ
て
行
く
こ
と
を
お
願
い

致
し
ま
す 。
組
合
員
の
皆
様
に
は
吾
々
の
機

関
紙
に
愛
情
を
注
ぎ
育
て
て
行
く
様
ご
協
力

を
お
願
い
致
す
と
と
も
に 、
編
集
の
皆
様
に

哀
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 。

祝

す

社団法人全日本屋外広告業団体連合会

情
報
文
化
委
員
長

上

沖

今
般 、
東
北
地
区
連
合
会
に
お
い
て
機
関

紙
を
発
刊
致
さ
れ
ま
す
由 、
進
歩
す
る
情
報

化
時
代
に 、
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
ご
措
置
と

し
て 、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
る
と
共

に 、
そ
の
ご
活
躍
に
ご
期
待
申
し
上
げ
る
も

の
で
あ
り
ま
す 。

現
在 、
日
広
連
傘
下
の
会
員
団
体
で
定
期

的
に
機
関
誌
（
紙）
を
発
行
し
て
い
る
団
体

は
二
十
九 、
地
区
連
合
会
で
は
四
を
数
え
ま

す
が 、
十
地
区
連 、
四
十
七
団
体
総
て
が
機

関
紙
を
発
行
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
私
ど

も
委
員
会
に
と
り
ま
し
で 、
こ
の
た
び
の
東

北
地
区
連
の
ご
英
断
に
心
か
ら
拍
手
を
お
く

正

季

る
も
の
で
あ
り
ま
す 。

今
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く 、
情
報

の
伝
達・
交
換
に
尽
く
し、
所
属
員
を
結
ぶ

紳
と
な
る
機
関
紙
は 、
い
わ
ゆ
る
組
織
の
顔

で
あ
り
ま
す
が 、
日
頃
傘
下
六
団
体
の
意
欲

的
活
動
も
あ
っ

て 、
全
国
に
確
か
な
地
位
を

占
め
る
東
北
地
区
連
の
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を

本
紙
を
通
じ
て 、
広
く
全
国
に
伝
え
る
と
共

に 、
地
区
同
業
の
連
帯 、
親
近
感
の
醸
成
に

も
十
分
ご
活
躍
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し、
機

関
紙
創
刊
に
よ
せ
る
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し

ま
す 。
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初
心
に
立
ち
か
え
り

青
森
県
情
報
文
化
委
員
長

く

青
森
県
屋
外
広
告
美
術
業
協
同
組
合
は
平

成二
年
十
月で 、
創
立三
＋廟
年を
迎え
る 。

定
款
第一
条に
掲
げ
た
「
相
互
扶
助の
精

神に
基づ
き 、
組
合
員の
為に
必
要な
共
同

事
業
を
行い 、
もっ
て
組
合
員の
自
主
的
な

経
済
活
動
を
促
進
し 、
か
っ 、
そ
の
経済
的

地
位の
向
上
を
図る
こ
と
を
目
的
と
す
る 。」

の
条
項が
ど
れ
程の
実
効
を
あ
げ
得
光
か 、

又
車の
両
輪で
あ
る
社
会
的
地
位の
向
上
が

社
会の
ど
の
面に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
を 、

し
ず
か
に
ふ
り
か
え
る
時で
あ
る 。

確
か
に
わ
れ
わ
れ
の
活
動
を
超
え
た
時の

流
れ
が 、
わ
れ
わ
れ
の
業
種
を
変
革
し
た 。

そ
し
て
日
本は
世
界の
経
済
大
国の
頂
点に

立っ
た 。

し
か
し 、
わ
れ
わ
れ
の
経
済
的
地
位と
社

会街地
位の
向
上は
そ
れ
に
伴う
もの
で
あっ

た
ろ
う
か 。

極
端な
言い
方
を
す
れ
ば
治々
た
る
激
流

に
翻
弄
さ
れ
結
局は
見
捨て
ら
れ
た
微
小な

零
細
企
業に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か 。

十
年 、
二
十
年 、
三
十
年の
月
日
を
積み

重
ね
て
の
今
も
実
感
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
経

済
的、
社
会
的の
低さ
を
痛
感
し
て
い
る
の

が
現
状で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

そ
れ
が
確
か
に
そ
うで
あっ
た
と
し
た
ら 、

わ
れ
わ
れ
は
何
を
な
すべ
き
か 。

先づ 、
組
合
組
織の
初
心に
立
ち
か
え
り 、

経
済
的
地
位 、
社
会
的
地
位の
向
上
と
い
う

ほつと1990年（平成2年） 3月15日
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岩

手
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貝

瀬
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大
き
な
目
的
を
しっ
か
り
と
胸に
た
た
き
こ

み 、
具
体
的
に 、
一
歩一
歩 、
そ
の
為の
基

盤
を
築
くこ
と 、
そ
れ
は
個
人
個
人
は
も
と

よ
り
相
寄
相
扶
け
る
と
い
う
相
互
扶
助の
精

神が
必
要で
あ
る 。
た
と
え
ば
組
合
を
もっ

と
身
近
な 、
自
分と一
体の
も
の
と
し
て 、

活
用し 、
育て
て
ゆ
くこ
と
を
考
え
た
い 。

青
森
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合の
平
成
元

年
度の
事
業の
二 、
三
を
紹
介
し
た
い 。

ω
増
資
は
経
済
的
基
礎
を
強
固
に
し 、
経

済
的
社
会の
信
頼を
得
る
た
め
の
施
策
で

あ
り

ω
青
年
部の
活
動
は 、
業
界の
活
性
化
が

世
代の
若
返
りの
求め
に
応
じ
た
施
策
で

あ
り

ω
連
絡
網の
活
躍
は 、
情
報
を
広
く
伝
え

皇つ
仲
間
意
識の
昂
場
を
狙っ
た
も
の
で

あ
り経

済
的、
社
会
的
地
位
向
上の
た
め
の

一
施
策
で
あ
る 。

か
つ
て
組
合
メ
リッ
ト

論が
あ
り 、
組
合

に
加
入
し
て
も：：： 、
と
い
う
業
者
も
あっ

た 。古
諺
に
「
天
は
自
ら
を
助
く
る
者
を
助

く 。」
云々
と
自
力
自
助
を
論し
て
い
る 。

先づ 、
一
業
者と
し
て 、
同
時に
組
合
員

と
し
て
「
自
力」
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が

必
要で
あ
る 。

盛
大
に
開
催
パ
ネ
ル
展

岩
手
県
情
報
文
化
委
員
長

女
岩
手
県
屋
外
広
告
美
術
業
協
同
組
合 、
会

員
印
社 、
9

支
部
（
盛
岡5
支
部）
に
組
織

さ
れ
て
お
り
ます 昔、
委
員
会と
か
支
部
活

鎌

Eヨ
Eヨ

孝

田

動
等
は 、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
お
ら
ず 、
む
し

ろ
地
方の
支
部の
方が
活
発
な
動
き
を
み
せ

て
お
り
ま
す 。

唯一 、
屋
外
広
告の
日
を
ア
ピ
ー

ル
し
て

開か
れ
るパ
ネル
コ
ン
クール
だ
けは 、
年々

盛
大に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す 。

以前は
「屋
外
広
告の
日」
の
キャ
ンペ
ー

ン
企
画と
し
て 、
駅
前の
電
光
板と
か
立
看

板 、
官一
伝カ
！

等
で
活
動
を
し
た
もの
で
し

た
が
最
近
は
岩
手
日
報
（
お
万
部
発
行）
の

紙
面一
頁
広
告の
み
を
利用し
て
お
りま
す 。

そ
し
て
こ
の
新
聞
広
告に
掲
載
す
る
広
告
料

金
が
貴
重
な
活
動
資
金
と
なっ
て
い
ま
す 。

新
聞一
ペ
ー
ジ
の
料
金
は一
O
O
万
円
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が 、
日
年
も
継
続し
て
い

る
の
で
特
別
料
金
で
か
な
り
安
くなっ
て
い

る
よ
う
で
す 。

岩
広
美のパ
ネル
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
は
2

部
制に
なっ
て
お
り 、
1

部
は
立
看
板
型
式

で
内
容が
交
通
安
全の
み
で
す 。
2

部が
東

北
六
県の
コ
ン
ク
ール

用の
作
品に
なっ
て

お
り
ま
す
が
自
由
選
択
出
品で
すの
で 、
ど

う
し
て
も
手っ
と
り
ば
やい
立
看
板の
方が

多
ペ
なっ
て
し
ま
い 、
ディ
ス
プ
レ
イパ
ネ

ル
が
少な
く
て
岩
広
美の
本
当のパ
ワ
ー

が

発
揮
さ
れ
な
い
よ
う
で
す 。

個
人の
出
品
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

ど
う
し
た
らい
い
の
か 、
今
後の
課
題の一

つ
に
なっ
て
お
り
ま
す 。

女
あ
ま
り
に
も
突
然
で
吾が
耳
を
う
た
がっ

た
の
で
し
た
が 、
パ
ネ
ル
コ
ン
ク
ー

ル
審
査

委
員
長の
内
村
幸
助
氏が
急
逝さ
れ
ま
し
た 。

そ
れ
は 、
コ
ン
ク
ー

ル
審
査の
数
日
後の

こ
と
で 、
い
つ
もの
よ
う
に
講
評
を
書い
て

い
た
だ
くこ
と
も
出
来な
くなっ
て
し
ま
い

ま
し
た 。

内
村
幸
助
氏と
我が
組
合
と
の
関
係は
古

く 、
年一
度の
コ
ン
ク
ール

審
査だ
けで
も 、

日
回
も
続い
て
お
り 、
そ
の
他 、
県の
屋
外

広
告
物
講
習
会の
表
示の
講
師
も
お
願い
し

て
お
り
ま
し
た 。

常に
良
き
ア
ドバ

イ
ス
を
し
て
く
だ
さっ

た
我が
組
合の
協
力
者を
失っ
て
今
後の
方

針
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が 、

今
は 、
本
当
に
心か
ら
冥
福を
祈
り 、
永い

間お
世
話
く
だ
さっ
た、こ
と
に
感
謝
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す 。

女
岩
広
美 、
高
橋
理
事
長
は
新
年
度の
抱
負

の一
つ
と
し
て
「
組
織
拡
大」
と
い
うこ
と

を
政
策と
し
て
強
く
うっ
た
え
て
お
りま
す 。

東
北
六
県の
な
か
で
面
積だ
け
は
最
高に

広い
の
で
u

会
員
数が
最
下
位と
い
うこ

が
組
合の
内
容が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
す
れ
ば
“

幸い
で
す 。

～

貴
数
年
前
か
ら
自
動
車ロ
！
ン
を
あつ
かっ

て
お
り
ま
す
が 、
保
険の
問
題
等
で 、
利
息
…

が
安い
わ
り
に
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
～

せ
ん 。

v

屋
外
広
告
会
館

落
成

…

秋
田
県
情
報
文
化
委
員
長

石

井

高

義

秋
広
美の
近
況
と
し
て
は 、
創
立
三
十周

し
い
も
の
と
思っ
て
お
り
ま
す 。
休
む
間
も
川

年
記
念
事
業の
最
大の
目
玉
で
あ
る 、
か
ね

な
く 、
九
月二
十二
日
に
行
わ
れ
た
組
合
創
小

て
よ
りの
懸
案
事
業の
新
組
合
事
務
所の
建

立
三
十
周
年
記
念
大
会の
準
備に
追
わ
れ
る
い

設 、
屋
外
広
告
会
館が
平
成
元
年二
月に
み

な
ど 、
理
事
長
は
じ
め
各
委
員
会
と
も
近
年
川

ご
と
落
成の
運
び
を
見たこ
と
に
あ
りま
す 。

に
な
い
多
忙な
年で
あ
り
ま
し
た 。
出
席
者
川

構
造
は
鉄
骨
亜
鉛メッ
キ
鋼
板
葺
三
階
建 、

総
数
百
六
十
名の
式
典
及び
懇
親
会
は
ま
さ
い

床
面
積一
階 、
七・
六
二
d
（
駐
車
場） 、

に
十
年に一
度の
祭

息事業に
ふ
さ
わ
し
く 、
い

二
階 、
四二・
四
七
d
（
事
務
室） 、
三
階 、

厳
粛の
中に
も
華々
し
い
大
会
を
飾
る
こ
と
……

四
二・
四
七 2m
（
会
議
室） 、
秋
広
美
が
誇

が
で
き 、
大い
に
満
足の
い
く
もの
で
あっ
……

る
に
ふ
さ
わ
し
い
もの
で
あ
り
ま
す 。
昭
和

た
と
思
わ
れ
ま
す 。
こ
の
機
会
を
か
り
て
十
い

六
十
年に
五
代
目
理
事
長 、
石
塚
氏の
元
に

年に一
度の
三
十周
年
記
念
誌の
発
刊が
で
…

六
ヶ
年
計
画に
よ
る
建
設の
資
金
準
備を
始

き
た
こ
と
も
印
象に
残る一
ペ
ージ

で
し
た 。
…

め
て
か
ら 、
早
く
も
足
掛
け
四年
目
に
し
て

平
素
お
座
成
り
に
し
て
い
た
諸
行
事
等の
記
小

実
現で
き
た
こ
と
は
驚異
的な
こ
と
で
あ
り 、

録
な
ど 、
三
十
年
前か
らの

諸宇輩の
手
記 、
…

組
合
員の
結
束の
強
さ
を
もの
語
る
もの
と

写
真
等の
整
理
を
進め
て
い
く
う
ち
に
今
日
戸

思っ
て
お
り
ま
す 。
建
設
委
員
会が
昭
和
六

の
秋
広
美の
基
礎
固め
が
い
か
に
難
儀
さ
れ
小

十
三
年
九
月に
発
足
し 、
設
計 、
見
積 、
施

た
か 、
そ
の
状
況
な
ど
か
い
ま
み
る
こ
と
が
山

行
業
者の
選
定 、
資
金
計
画
等 、
何
度
も
会

で
き
た
こ
と 、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
掲
載
で
き
山

議
を
開
き
な
が
ら
の
会
員の
ご
苦
労は 、
丸

た
こ
と
に
情
報
委
員の一
員
と
し
て 、
大
変…”

谷
理
事
長
を
は
じ
め
と
し 、

秋
広
美の
歴
史

に
や
り
が
い
の
あっ
た一
年で
あっ
た
と 、

小

と
し
て一
ペ
ー
ジ
を
色
濃
く

飾
る
に
ふ
さ
わ

心
か
ら
喜ん
で
い
る
次
第で
す 。

一

宮

城

県
川

口且
、3
MEL
o
crJU
与ふ

……

金世相
，ta相」、．瓦
J
FI
J」三
日，t
d

v

筆
塚
建
立
と
祭
典

…

宮
城
県
情
報
文
化
委
員
長

大

友

敏

夫

む
ら
う
意
味に
お
い
て
此の
度
昭
和
六
十こ
い

年
三
月
十一
日
筆
塚
を
学
問の
神
様 、
菅
原
山

道
真
公
が
紀
ら
れ
て
い
る
楠
岡
天
満
宮に 、

春
の
淡
雪の
降
り
し
き
る
中（
三
月
十一
日）
い

と
で
会
員の
中に
は
肩
身の
せ
ま
い
思い
を

し
て
い
る
人
もい
る
と
思い
ま
す 。
し
か
し

組
合
運
営
上 、
差
し
っ
か
え
の
無い
程
度の

最
小
人
員
で
最
高の
効
果
を
挙
げ
ら
れ
れ
ば

い
ち
ば
ん
い
い
わ
け
で
す 。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
組
織
拡
大」
に
よ
り
我

一

秋

田

県
川

宮
城
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
創
立
三

十
年
を
迎
え 、
組
合
員
総
意の
も
と
に
（一

一
七
名） 、
我々
の
業
界の
基
と
も
な
る
筆

を 、
そ
れ
に
使
わ
れ
た
色々
ぷ
獣
た
ち
を
と

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ

上
位
入
賞
グ

平
成
元
年三
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
千

葉
市
「
中
央
技
能
開
発セ
ン
タ
ー」

で
開
か

れ
た
第
八
回
技
能
グ
ラン
プ
リ
に
東
北
六
県

か
ら
も
参
加
し
第三
位
と
第
四
位
と
か
が
や

か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た 。

参
加
者
氏
名

青
森・
木
村
勲

岩
手・
倉
本
正
勝

宮
城・
荒
川
和
男

秋
田・
小
畑
正
博

山
形・
京
野
秀
明

福
島・
松
野
良
宏

京野秀明氏山形3位入賞荒川和男氏宮城4·位λ賞



く創刊号〉

の
佳
き
日
に 、

叩ヘザ
問の
三
塚
博
衆
議
院

議
員

須藤
正
夫
県
議
会
議
員 、
加
藤
清
之

進
市
議
会
議
員 、
県
能
力
開
発
協
会
長 、
県

高
等
専
門
校
校
長
等々

、
神
社
側
総
代
各
位

組
合
員
多
数
参
列の
も
と
筆
塚
建
立
落
成
式

を
挙
行さ
れ
た 。
厳
粛の
う
ち
に
式
は
と
り

お
こ
な
わ
れ 、
除
幕の
儀に
お
い
て
は 、
初

代
組
合
理
事
長
鹿
又
静
雄
氏
（
故
人）
代

理
鹿
又一
晃
氏 、
二
代
目
理
事
長
符
窪
広
平

氏 、
三
代
田
理
事
長
浅
部
喜
男
氏に
よ
り
除

幕
さ
れ 、
高さ
2m

（
台
座
含）
の
丸
森
産

石 、
揮
事 、
宮
城
県
知
事
山
本
壮一
郎
殿

（
前
知
事）
の
立
派
な
刻
字
が
取
材の
各
テ

レ
ビ
局の
ラ
イ
ト
に
浮
か
び
上
が
り
参
列
者

の
盛
大な
三
拍
子が
あ
り 、
引
き
続
き
玉
串

奉
典
降
神の
儀 、
清
抜の
儀 、
昇
神の
儀と

式
典
は
無
事
終
了
し
た
そ
の
後
神
社
社
務
所

に
席
を・つつ
し
て 、
な
お
らい
の
儀
を
行い

初め
に
筆
塚
建
立
実
行
委
員
長の
須
賀
政
雄

氏
（
現
地
区
連
会
長）
よ
り 、
こ
れ
ま
で
の

い
き
さ
つ
の
挨
拶が
あ
り 、
引
き
続
き
神
社

よ
り
感
謝
状
贈
呈
が
あ
り 、
参
列
者
全
員に

そ
れ
ぞ
れ
御
神
符と
記
念
品が
贈
ら
れ
た 。

筆
塚
祭
典
盛
大
に

屋
外
広
告
の
日
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
併
催
ミ

ニ
資
材
展

組
合
創
立
三
十
周
年
記
念
行
事の一
つ
と

し
て
摺
岡
天
満
宮
に
三
月
建
立
し
ま
し
た 。

筆
塚の
第一
回
筆
塚
祭
典が
九
月
十
七
日
折

り
か
ら
の
大
型
台
風
十三
号の
影
響の
為に 、

時々
風
雨の
強い
中
同
社
境
内
に
来
賓
及

び
組
合
多
数の
参
加の
も
と
厳
粛の
内に
と

り
行
わ
れ
た 。

境
内
に
紅
白の
幕
を
張
りめ
ぐ
ら
し
た
天

幕二
張の
中
に
し
つ
ら
え
た
祭
壇に
供
物と

共
に
組
合
各
位の
永
年
に
亘
り
使
わ
れ
て
来

た
い
わ
ば
お
店の
命
と
も
言
うべ
き
各
種の

筆の
数々
が
供
え
ら
れ
宮
司
に
依
り
神
事に

のっ
と
り
丁
重
に
清め
ら
れ
正
月の
ど
ん
と

祭に
納め
ら
れ
る
事に
なっ
た 。
参
加
者
全

員
に
そ
れ
ぞ
れ
組
合
特
製の
タ
オ
ル
が
配
ら

れ
筆
供
養が
滞
り
な
く

行
わ
れ
た 。
筆
塚
祭

典
後
は
ミニ

資
材
展
が
併
催
さ
れ
天
満
宮
社

務
所に
て
（
株）
ジ
ャ

パ
ン
ネッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
に
依
る
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷の
簡
易

製
版
機の
実
演
を
ま
じ
え
て
の
講
習が
行
わ

れ 、
又 、
テン
ト
の
中で
は 、
ヒ
ル
ティ
の

各
種ド
リル
の
実
演
岩
石
を
持
ち
込
ん
で
の

実
演
に
は
会
員よ
りい
ろい
ろ
な
鋭い
質
問

等
あ
り
大
変
有
意
義な
第一
回
筆
塚
祭
典で

あっ
た 。

昭
和
六
十
三
年
第二
回
目
屋
外
広
告の
日

キャ
ンペ
ー
ン
筆
塚
祭
典
組
合
員
参
加
者
六

くほつと(3) 1990年（平成2年） 3月15日

十
数
名
九
月
十
日
第
十
五
回
「
屋
外
広
告」

に
昨
年
春
三
月
十一
日
建
立
楠
岡
天
満
宮
筆

塚
祭
典が
挙
行
さ
れ
た 。
当
日
は
永
ら
く
続

い
た
雨
も
上
が
り
予
定の一
時
間
も
前
か
ら

顧
問の
先
生
や
先
輩
賛
助
会
員の
皆々
様
や

組
合
員
と
続々
と
数
多
くの
参
加の
も
と
定

刻の
十一
時
か
ら
荘
厳な
祝
詩に
は
じ
ま
り

「
屋
外
広
告の
日」
に
相
応
し
た
厳
粛
な
る

玉
串
奉
典
拍
手が
続
き
業
界
発
展の
祈
り

を
捧
げ
た 。
そ
の
後
併
催
資
材
展
も
盛
大で

あっ
た 。

平
成
元
年
第
三
回
の
筆
塚
祭
典

第士ハ
回
「

屋外広告の
日」
キャ
ンペ
ー

ン
実
施の
「
屋
外
広
告
美
化
旬
聞を
迎
え
九

月二
日
第三
回
筆
塚
祭
典が
挙
行
さ
れ
た 。

摺
岡
天
満
宮に
て
前
宮
城
県
知
事
山
本
壮一

郎
氏
揮官宅
に
よ
る
筆
塚
は
朝
早
く
か
ら
目
映

い
ば
か
り
に
洗い
清め
ら
れ 、
真
新し
い
標

縄と
山
海の
供
物で
祭
壇
も
見
事に
飾
ら
れ

開
式
を
待つ
ば
か
り
と
なっ
た 。

午
前
十一
時
開
式
天
満
宮
司
に
よ
る
厳

か
な
祝
詩
は
天
満
宮の
森
に
響
き
先
輩
諸
氏

に
よ
る
玉
串
奉
典
も
終
わ
り 、
式
は
「
昇
神

の
儀」
で
十一
時
四
十
分
無
事
終
了
致
し
ま

し
た 。引

き
続
き
神
社
神
務
所
で
「
直
会」
と
な

り
七
十
数
名の
参
列
者一
同が
お
み
き
「
御

神
酒」
折
詰め
で
談
じ
「二
十一
世
紀サ
イ

ン
が
築
く

都
市
文
化
に
つ
い
て
話
は
尽
き
な

い 。
話に
花
を
咲か
せ
て
い
た 。

研

修

会

筆
塚
祭
典
に
参
列
し
た
組
合
員
七
十
数
名

は
祭
典の
「
直
会」
に
続
き
当
組
合
賛
助
会

員の
（
株）
光
彩塗
料
商
会の
契ハで
「
タ
i

ナ
l

色
彩
株
式
会
社」
に
よ
る
標
記
「
第三

の
塗
料フ
ァ
ラ
オ
ン・
シ
l
ト」
に
つ
い
て

の
研
修
会が
開
催
さ
れ
た 。
素
材と
し
て
の

ファ
ラ
オン
シ
i
ト
の
説
明に
始ま
り 、
ファ

ラ
オ
ン
シ
l
ト
の
数々
の
特
徴 。
シ
ー
ト
の

用
途
施
工
手
順 、
施
工コ
ス
ト 、
フ
ァ
ラ
オ

ン
の
将
来
性
等々

、
講
師の
説
明
組
合
員
か

ら
の
質
問で
時
間
は
刻々
経
過
し
予
定
を
四

十
分
も
オ
ーバ
ー
し
た 。
皆
様
方に
は
袋一

杯の
資
料
を
手に
研
修
会
は
無
事
終
わ
り
散

会と
なっ
た 。
以
上 、
今
年
第
四
回
祭
典
に

向
け
て
よ
り
よ
い
祭
典
と
致
し
た
い 。

各
委
員
会
の 一
活
動
活
発

古

『

’

川

ψ ＼

形

県
川

？？ 
津

龍

山形県情報文化委員長

三
月
十一
日 、
東
北
大
会が
山
形
県
葉
山

温
泉
「
古
窯」
に
於い
て
開
催
さ
れ
た 。

当
番の
本
県
組
合
員
は
用
意
を
と
と
の
え

各
県
諸
君の
来
形
を
待っ
た 。

年一
回の
東
北
総
会と
は
言
う
も
の
の
出

席
す
る
人
は
地
区
組
合の
理
事
肩
書
き
を
付

け
た
人
達
が
多
く 、

一
般の
組
合
員の
出
席

は
開
催
地の
み
と
い
う
有
様 、
こ
れ
で
総
会

と
い
え
る
だ
ろ
う
か
と 、
い
つ
も
心に
掛
け

な
が
らの
大
会で
あっ
た 。

六
月八
日
全
国
大
会に
山
形
県
十
四
名
出

席
す 。
三
十
周
年
記
念
年と
い
う
事
で
東
京

で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会に
と
力
を
入
れ
て

の
出
席
は
し
た
が 、
こ
れ
と
て
役
員の
顔
見

せ
同
様な
る
内
容で
あ
る
が 、
大
組
織と
も

な
る
と
致
L
方な
い
の
だ
ろ
う
か 。
何か
組

合
員に
は
程
遠い
様な
会
議で
今
後の
大
会

の
あ
り
方に一
考
を
要
す
る
様だ 。
ホ
テル

オ
オ
ク
ラ
に
は
零
細
業
者の
我々
に
は
ち
と

荷が
大
き
す
ぎ
る
と
大
会の
み
参
加
し 、
大

多
数の
人
は
こ
れ
よ

り潮来ま
で
廻
り
道し 、

宿
泊
し
た 。
大
会
史
跡一
0
0
0
0
円 、
食

事
代一
七
0
0
0
円 、
宿
泊
費一
五
0
0
0

円 、
こ
ん
な
大
名
旅
行の
様な
もの
に一
般

組
合
員が
何
人
参
加で
き
る
と
言
うの
か 。

反
省
グ

六
月
四
日 、
村
山
市で
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
筆
供
養が
催
さ
れ
た 。
こ
の
筆
塚
は
村
山

市
書
道
連
盟
が
建
之
し
た
も
の
で
我々
県
組

合
と
し
て
は
お
し
よ
う
ば
ん
の
甲な
もの
で

あ
る 。
有
り
難い
仰
様の
お
経
を
聞
き 、
午

前一
一
時よ
り
組
織
振
興
と
経
営
労
務
委
員

会
主
催の
「
ど
う
し
た
ら 、
儲か
る
か」
の

題
目
で
講
演
会
を
開い
た 。

四
十
名
程の
出
席
を
み 、
儲か
る
語
を
よ

く
聞い
た
訳
で
あっ
た
が 、
な
か
な
か
ど
う

し
て 、
こ
れ
が
簡
単で一
番
難
し
い
事 、
大

変
勉
強に
は
なっ
た
が 、
そ
の
後
は
た
し
て

組
合
員
は
儲
け
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う

〉O・引M八
月コ
百 、
山
形
市
制一
O
O
周
年
記
念

行
事と
し
て
「
お
み
や
げ
ザ
ワ
ー

ル
ド」

が

山
形
市に
於い
て
開
催
さ
れ
た 。
当
組
合
と

し
て
は
こ
の
イベ
ン
ト
の
看
板
受
注の
運
動

を
行っ
た
の
で
あっ
た
が 、
電
通
さ
ん
が
元

請
け
で
あっ
た
た
め
全
部
受
注
と
は
い
か
な

かっ
た 。
合
計一
三
五
O
万
円
程の
仕
事
を

受
注
し
山
形
支
部
員が
施
工
し
た
の
で
あっ

た
が 、
別ハ
i
ト
の
仕
事
を
組
合
員
が
受
注

施
工
し
た
事
も
あ
り
問
題
と
なっ
た 。
な
か

な
か 、
全
員
協
力
と
は
い
か
な
い
もの
組
織

と
は
何と
やっ
か
い
な
もの
で
あ
る 。

平
成
四
年 、
山
形
県で
開
催の
国
体
関
係

の
協
同
受
注
は
各
地
区
支
庁
舎
に
立
て
る
看

板
九
基
総
額一
二
O
O
万
円
で
受
注
県
各
支

部
で
分
担
施
工
し
た 。
ま
た
年
末に
も
県
境

に
建
て
た
看
板
八
基
八
O
O
万
円
を
受
注
施

工
し 、

組
合
事
業
と
し
て
大
変な
成
績
を
上

げ
る
事が
出
来
た
の
で
あ
る
が 、
県
組
合
が

受
注
窓
口
に
成
れ
な
い
と
言
う
事が
あ
り 、

今
後
組
合の
位
置
付
け
に
問
題
を
残
し 、

官

公
庁に
対し
何
ら
か
の
申
入
れ
が
必
要と
思

わ
れ
る 。

十
月二
十二
日 、
レ
ク
リエ
ーシ
ョ
ン
大

会
は
東
根
市に
て
催
さ
れ 、
例年の
通
り
午

前
中
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会 、
午
後
は
ファ

ミ
リ
ー

で
「
宝
さ
が
し」
等
楽し
い
行
事が

催
さ
れ
た 。
一
三
O
名
程の
参
加
者 、
そ
れ

ぞ
れ
宝
を
さ
が
し
出
し
て
よ
ろ
こ
ぶ
姿 、
父

親
は
子
供の
成
り
上
が
り 。
やっ
ぱ
り
子
供

と
同じ
で
宝
さ
が
し
の
時
は
どっ
ち
が
子
供

か
解
ら
ぬ
く
らい
のハ
ッ

ス
ル
ぶ
り
で
あっ

た 。
全
組
合
委
員が
参
加
す
る
唯一
の
行
事

だ
け
に
今
後
も
益々
楽し
め
る
行
事に
すべ

く 、
役
員一
同
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
る 。

一

福

島

県
川

第ロ
岡
東
北六
県
公
共キャンペ
ーン
作品
展

福
島
県
郡
山
市
で
開
催

福島県情報文化委員長
黒
沢

功

を
見たの
が
きっ
か
けで 、
地
図とニ
ラ
メッ

コ
し
な
が
らコ
ツコ
ツ
刻み
続
けた
労
作だ 。

し
か
も 、
しゃ
れ
た
ケ
ヤ
キ
の
花
台
を
土
台

に
し 、

世
界
時
計
も
備
え
付
け
る
念の
入
れ

よ
う
で 、
そ
の
ま
ま
飾
り
物に
な
る
が 、
社

会
科の
教
材と
し
て
もピ
ッ
タ
リ 。
と
地
元

の
評
判に
なっ
た 。

こ
の
珍
し
い
地
球
儀
を
作っ
た
の
は
福
島

県
組
合の
三
室
金
秋
氏
（（
有）
と
ん
ぼ
工

芸：
福
島
県い
わ
き
市） 。
昨
年 、
テ
レ
ビ

の
ク
イ
ズ
番
組
で
見た
ガ
ラ
ス
製
地
球
儀の

美し
さ
に
感
激 。
電
球の
笠
と
し
て
使
う
透

明な
プ
ラ
ス
チッ
ク
の
球
体
（
直
径
約
四
十

セ
ン
チ）
を
材
料
に
選
び 、
自
ら
作っ
て
み

る
こ
と
に
し
た 0

．

一
番
苦
労し
た
の
は
各
国
を
等
分に
縮
小

するこ
と 。

仕事で
使っ
てい
る
プ
ラス
チッ

ク
加
工
用の
ド
リル
を
手に 、
経・
緯
線
を

引
き 、
こ
の
マ
ス
目
を
基
準
に
し
て
1
カ
国

ずつ
丹
念
に
彫
り
進め
た 。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

名と
首
都
名
も
丁
寧
に
刻字 、
南
北
回
帰線 、

日
付
変
更
線
も
き
ち
ん
と
引
か
れ 、
海に
浮

か
ぶ
小
さ
な
島
ま
で
目
を
離
さ
な
かっ
た 。

ま
た 、
南
米
ウ
ル
グ
ア
イ
そ
ば
の
大
西
洋
上

に
記
さ
れ
た
丸
印
は 、
同
氏
自
身が
探
し
た

「い
わ
き
市の
地
球の
裏
側」
に
当
た
る
地

点
を
示
し
て
い
る 。

休
日
返
上
で
完
成
さ
せ
た
作
品
だ
け
に 、

作
者の
愛
着
も
ひ
と
し
お 。
地
元の
評判に 、

「
売っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
で
も
ちょ
っ
と：・ 。

で
も
何か
の
お
役に
立つ
な
ら
利
用し
て
ほ

し
い」
と
話し
て
い
る 。

十二
回
目
を
迎
え
た
恒
例の
東
北
六
県
公

共キャ
ンペ
ー
ン

作
品
展
は 、
十
月
十
三
日

か
ら三
日
間 、
福
島
県
郡
山
市
内「
さ
く
ら

通
り」
沿
線の
市
役
所
職
員
駐
車
場で
開
催

さ
れ
た 。
本
年
は
福
島
県
組
合
が
開
催
幹
事

と
な
り
実
施
し
た
も
の
で 、
こ
れ
で
各
県
持

ち
回
り
開
催の
本
作
品
展
は
東
北
六
県
を
二

巡
し
た
こ
と
に
な
る 。

三
瓶
支
部
長
以
下 、
地
元
郡
山
支
部
員
総

出の
作
業
奉
仕に
よ
り
整
然と
展
示
さ
れ
た

作
品
は 、
各
県か
ら
選
び
抜
か
れ
て
き
た
三

十
五
点
だ
け
に 、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
力
作
ぞ
ろ

い
で 、
そ
れ
に
何よ
り
も 、
会
場が
交
通
頻

繁な
道
路に
面
し
て
い
る
と
い
う
好
条
件に

恵
ま
れ
て 、
多
数
市
民の
関
心を
集め
た 。

開
催
初
日
の
十
三
日
午
後一
時
か
ら 、
武

藤
重
典
先
生
（
福
島
大
学
名
誉
教
授）
と
木

幡

幸子先生（
郡
山
女

子大学教授）
に
よっ

て
審
査が
行
わ
れ 、
入
賞
作
品
十
二
点
が
選

ば
れ
た
が 、
晴
れ
の
建
設
大
臣
賞
は
福
島
県

組
合の
大
洋
社
が
獲
得
し
た 。

な
お 、
参
考
ま
で
に
出
品
作
品の
テ
l

マ

別
を
み
る
と 、
交
通
安
全
十一
点 、
環
境
保

全
九
点 、
防
犯
五
点 、
べ
に
ば
な
国
体P
R

五
点 、
ふ
る
さ
と
お
こ
し

二
点 、
そ
の
他三

点 、
と
い
う
内
訳
に
な
る 。

自
作
の
透
明
地
球
儀、

地
元
の
評
判
に

福
広
美（
協）
三
室
金
秋
氏
の
労
作

地
球の
反
対
側の
国
や
海の
様
子が一
目

で
わ
か
る
透
明の
地
球
儀
（
プ
ラ
ス
チッ
ク

製）
を 、
半
月が
か
り
で
作
り
上
げ
た
人
が

い
る 。
テ
レ
ビ
の
ガ
ラ
ス
製の
透
明
地
球
儀

9月13日

平成元年度地区連
各委員会開催状況

行政対策， 経営労

務合同委員会

上山， 古窯
情報文化委員会

山形， 大沼ホテlレ

技能開発委員会

盛岡， 仁王会館

事業厚生委員会

青森， 教育会館

組織振興委員会

仙台， 弥生会館

経営労務委員会

秋田， 弥高会館

財政管理委員会

君R山， ビューホテノレ

行政対策委員会

仙台， 弥生会館

10月13～15日 第12回東北六県

キャンペーン展

郡山市役所隣
地区連各理事長，専務，

事務局長合同会議

郡山， ビ、ューホテノレ

3 月11日

6月15日

7月8日

9月8日

10月6日

10月13日

11月7日

10月13日



く創刊号＞ (4) くほつと1990年（平成2年） 3月15日

年予算総額と項目別比率

収 入閣 支 出 （鈎

地 区
年予算

賦 事 そ 事 ー－而E' 人 そ
総 額 課 の 業 要 件 の

（千円） 金 業 他 費 般費 費 他

青森 60.0 30.0 10.0 40.0 30.0 20.0 10.0 

岩手 14,004 19.5 79.6 0.9 75.5 8.5 8.8 7.2 

宮 城 21,620 36.0 60.0 4.0 59.0 26.0 15.0 o_ 

秋 田 5 950 27.8 59.5 12.7 12.5 15.0 34.6 37.9 

山形 6 470 50.0 47.0 3.0 18.5 41.0 17.5 23.0 

福 島 13,180 48.0 49.0 3.0 45.0 34.0 15.0 6.0 

組合運営上の隣路と旅費支給

組力 資の 地者 専雇 賦数 記困 隣 旅
よc::"コ 金 区の 従用 課料 帳 路 費

地 区 員不 調困 内圧 議困 金の 事 な 支の 達 同 ・未 務
協足 上難 業迫 員難 手収 の難 し 給

青森 。 。 ム

岩手 。 。 ム

宮 城 。 ム

秋 田 。 ム

山形 。 。 。 。 。 。

福 島 。 。 ム

ム＝一部支給。＝全額支給旅費支給

同勧誘方法

調
員
の査

組
数

時合 推定ア
組織率地 区 ウ卜サイ アウトサイダ一勧誘方法

ダー数 （銘）
青森 86 80 51.8 各支部ごとに適格者を勧誘

岩手 50 

宮 城 120 260 31.6 組
合

員に よ る 自主的勧誘

秋 田 67 50 57.3 各支部推薦としている

山形 80 200 28.6 各支部長lζ一任し理事会で
決定

福 島 128 150 46.0 個別折衝（役員等の人脈を
たどり個別に働きかけ）

平成1年12月31日現在

云ノ＼ 員Eコ 内 訳
反 数

地区名 A 口
D
口 B 口

口
口 c ロ

ロ
ロ D 口

口
口

青 森 2 。 。

岩 手 113 21 69 22 

宮 城 191 94 55 18 24 

秋 田 136 136 60 11 

山 形 。

福 島 73 3 70 。 。

アウトサイダー数，屋外広告物審議会委員数

地 区 総 数 業 界 広告主 官公庁 学識者 その他

青森県 15 。 7 7 。

岩手県 無

宮城県 無· ·· － ー・・ ・ ・ . . . . . . • a‘ 4・ ー ー ・ ・ ・ ． ． ． － － － － － －ー ー ー ー ， ． 尋 問F司”・・・・ ・ ーー－－ － . .‘ ー ・ ー ー・ 4・ ・ ・－ － ·‘ ・ － － － －・ ・ ・. . . ． ． ー ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ， 
仙台市 13 4 7 

秋田県 15 。 5 9 。

山形県 16 3 2 7 4 。

福島県 17 2 2 4 5 4 

キャラコ購入実績サイン誌購読数

宝ノ＼ 員Eコ 基 準
購読数 購読率

地区名 所属員

青 森 36 86 41.9 

岩 手 29 46 63.0 

宮 城 55 117 47.0 

秋 田 28 72 38.9 

山 形 33 80 41.3 

福 島 52 128 40.6 

事業所共済・自主共済加入者数一覧

笠ノ＼ 貝巨コ 事業所共済 自 主共 済

地区名 口 数 人 員 口 数 人 員

青 森 143 98 。 。

岩 手 194 114 

宮 城 647 322 33 33 

秋 田 562 209 2 2 

山 形 151 94 38 38 

島 111 91 

ン

が

築

く

都

市

文

化
9
月
間
日

屋
外
広
告
の
日

－
受
験
の
手
続
き

上
記
の
資
格
を
有
し、
受
験
を
希
望
す
る

方
は 、
氏
名 、
連
絡
先
及
び
「
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
・
ク
リ
エ
l

タ
l

試
験
受
験
希
望」
と
明

記
し
たハ
ガ
キ
を
下
記へ

送付す
れ
ば 、
追っ

て
受
験
案
内
及
び
所
定
の
受
験
申
込
書
を
送

付
し
ま
す 。

－
受
験
料

学
科
試
験

実
技
試
験

サ
イ
ン
ク
リ
エ
l
タ
l
出
で
よ
ゲ

八
月
七
日
資
格
試
験
実
施ヘ

日
広
連
紙
上
で
ご
承
知
の
通
り 、
労
働
大

臣
認
定
の

H
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
・
ク
リ
エ
i
タ

iH
全
国
二
十一
名
が
結
集
し、
昨
年
十一

月 、
「
サ
イ
ン
ク
リ
エ
！
タ
l

協
会」
を
設

立 、
業
界
デ
ザ
イ
ン
の
ジ
ャ
ン
ル
確
立
を
め

ざ
し
て
活
動
の
諸
に
つ
い
た
が 、
現
在 、
東

北
地
区
に
は
ク
リ
エ
！

タ
l

が一
人
も
い
な

い
の
は
何
と
し
て
も
残
念
で
あ
る 。

こ
の
資
格
を
得
る
た
め
の
国
家
試
験
は 、

日
広
連
が
主
体
と
な
っ

て
来
る
八
月
七
日 、

東
京
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
の
で 、
デ
ザ
イ

ン
の

某礎
的
知

識を

有し 、
サ
イ
ン
ボ
ー
ド・

デ
ザ
イ
ン
制
作
実
務
が
三
年
以
上
あ
る
方
々

は
是
非
こ
の
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て 、
東

北
地
区
業
界
の
デ
ザ
イ
ン
レ
ベ
ル
向
上
の
担

い
手
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い 。

三
0
0
0
円

九
0
0
0
円

計

一
二
0
0
0
円

－
試
験
日

平
成
二
年
八
月
予
定

実
施
主
体・
社
団
法
人
全
日
本
屋
外
広
告
業

団
体
連
合
会

東
京
都
墨
田
区
亀
沢一
丁
目一
七
番一
四
号

電
話
O
二
丁
六
二
六
よ
一
二
三
一

λzλZAzzve
λv：＋ZAYIY96zλvaOAr－yzyzve
qφ2AYoAVe－ve
’O2φaOAr－veλz

 

…
麗
編
集
後
記
麗
…

地
区
連
情
報
文
化
委
員
会
と
し
て 、
初
の

地
区
連
紙
を
発
刊
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た 。

創
刊
号
と
い
う
事
で、
内
容
に
色
々
苦
労
し

ま
し
た 。
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
事
は

我
々
委
員
も
わ
か
っ

て
お
り
ま
す 。
し
か
し、

な
ん
と
か 、
出
す
事
が
出
来
ま
し
た 。
次
号

か
ら
の
皆
さ
ん
方
の
ご
意
見
も
取
り
入
れ
て

編
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ぜ
び
ご
投
稿

下
さ
い 。

創
刊
に
あ
た
り
色
々
と
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
日
広
美
連
専
務
の
杉
田
様
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す 。

尚 、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ 、
各

県
委
員
長 、
又
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す 。

青
森
県・
（
有）
弘

。
旦

貝

瀬

俊

一

岩
手
県・
（
有）
カ
マ
ダ
デ
ザ
イ
ン
ル
！

ム

鎌

田

昌

孝

宮
城
県・
大
友
看
板
工
芸
社大

友

敏

秋
田
県
（
株）
東

陽
石

井

高

山
形
県・
彩

美

堂
古

津

龍

福
島
県・
（
有）
ク
ロ
サ
ワ
看
板
工
芸

黒

沢

夫義功

事
務
局

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町
三
丁
目
四
ー

十

電
話
O
二一

丁
二
五
七
l
O
四
三
七

事
務
局
長

小

形

優


